
 

 

 

 

 

平成２８年度事業報告 

 

 

[Ⅰ] 歴博等の調査研究活動等への援助 

 

歴博への委任経理金     １００万円 

 

[Ⅱ] 歴史民俗関係の図書等の発行・頒布 

１．歴博企画展図録等の発行・頒布 

（１）よみがえれ！シーボルトの日本博物館 

平成２８年７月１２日～９月４日      委託販売数 １１７３冊 

  

（２）身体をめぐる商品史 

平成２８年１０月１８日～１２月１８日      作成部数    ２５０冊 
（販売開始 平成 28年 12月 6日） 

販売数     ２３７冊 

         

（３）台湾と日本 

平成２９年１月１１日～２月１９日        作成部数  ５００冊                       

販売数    １７６冊 

 

（４）見世物大博覧会 

平成２９年１月１７日～３月２０日        作成部数  ８００冊 

                            販売数   ６０４冊 

 

（５）デジタルで楽しむ歴史資料 

平成２９年３月１４日～５月７日             作成部数 １５００冊 

販売数    １４３冊 

＊販売数は、いずれも平成 29年 3月 31日まで 

 

２．歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布（隔月発行・年６回） 

１９６号～２０１号                  各１０００冊 



 

 

 

 

 

                       

３．国立歴史民俗博物館研究報告の発行・頒布 

第１８８集 ２００冊 

第２０２集                      ２００冊                 

第２０３集                      ２００冊 

第２０４集                      ２００冊 

第２０５集                        ２００冊 

第２０６集                        １００冊 

 

４．国立歴史民俗博物館図録の発行・頒布 

縄文文化の扉を開く（５刷）                １５００冊                        

  

５．その他 

  国立歴史民俗博物館ガイドブック（５刷・日本語）     ２０００冊 

 歴博ブックレット３１『予言する妖怪』          ２０００冊 

    

[Ⅲ] ミュージアムショップの事業 

 

１．商品の仕入・販売 

２．販売するグッズ等の開発及び販売促進等 

３．全国の歴史系博物館図録等の販売（受託 １１４館 ９３５ 種類） 

                     （委託  ２７館 １００ 種類） 

 

 

［Ⅳ］友の会事業の実施 

１．「友の会ニュース」の編集・発行・配布（隔月） 

（維持会員・普通会員には、歴史系総合誌『歴博』を同封） 

２．館長特別講演会 

「町人たちの祭りから江戸時代を考える」 



 

 

 

 

 

平成２９年１月７日（土） 参加者：２１９名 

講師：久留島 浩 館長 

※講演終了後、館内レストランに於いて館長を囲む懇親会開催 

 

３．友の会講座 

（１）古文書講座 A コース 講師：山本 光正  元教授  

前期：計１０回 ４８名参加  後期：計１０回 ５０名参加 

（２）古文書講座 B コース 講師：山本 光正 元教授 

前期：計１０回 ４３名参加  後期：計１０回 ４７名参加 

（３）古文書講座入門コース 講師：山本 光正 元教授 

     前期：計１０回 ４１名参加  後期：計１０回 ３６名参加 

（４）情報資料学講座（計３回・参加者１５７名） 

第１回 ７月１４日「古文書とコンピューターの関係－過去・現在・未来－」 

講師：後藤 真 准教授（研究部） 

第２回 ８月９日「染色と繊維の科学」 

講師：小瀬戸 恵美 准教授（情報資料研究系） 

第３回 ９月１６日「新しい年代測定法『酸素同位体比年輪年代法』とは」         

講師：箱﨑 真隆 特任助教（研究部） 

（５）歴史学講座（計３回・参加者：２５７名） 

第１回 ４月８日「芸娼妓解放令と新吉原遊郭－『かしく一件』を通して－」 

講師：横山 百合子教授（歴史研究系） 

第２回 ５月１２日「『延喜式』と古代の千葉」    

講師：小倉 慈司 准教授（歴史研究系） 

第３回 ６月２日「描かれた『大阪の陣』とその時代－合戦図屏風と風



 

 

 

 

 

俗画を読み解く－」 

講師：小島 道裕 教授（歴史研究系） 

（６）考古学講座（計３回・参加者：２４４名） 

       第１回 １０月６日「考古学から見た中世の技術」  

           講師：村木 二郎 准教授（考古研究系） 

        第２回 １１月１７日「聖武天皇の都－恭仁京・紫香楽宮・難波宮－」  

講師：林部 均 教授（考古研究系） 

第３回 １２月１日「遺跡中の動物骨でなにがわかる？」    

講師：金 憲奭 特任助教（研究部） 

   （７）民俗学講座（計３回・参加者：２００名） 

       第１回 １月２０日「年中行事と神々」  

      講師：小池 淳一 教授（民俗研究系） 

        第２回 ２月２１日「津波と生活文化」  

      講師：葉山 茂 特任助教（研究部） 

第３回 ３月１７日「魔除け・厄除けの民俗」 

      講師：関沢 まゆみ 教授（民俗研究系） 

 

４．会員による会員のための見学会 

（１）５月１６日   新緑の武蔵野散策・野火止用水と平林寺 

 （２）６月１５日   喜多院と川越城の遺構をめぐる 

   （３）７月２１日～２２日  駿河・伊豆国（１泊バス旅行） 

   （４）９月３０日   小櫃川（日帰りバス） 

   （５）１１月７日   巣鴨・駒込のお寺散歩 

   （６）１月１５日   博物館初詣（印刷博物館と周辺） 



 

 

 

 

 

   （７）３月１２日   船橋 

 

５．歴史の旅  

      「北東北 縄文の旅」（三内丸山遺跡、大湯環状列石、是川縄文館等） 

１０月１２日～１０月１４日 参加者：３２名 

講師：山田 康弘 教授（考古研究系） 

  

６．歴博映画の会 

第２７回 ８月６日（土）「１９７０年代のアイヌ文化」 

解説：内田 順子 准教授（民俗研究系）参加者：２２４名 

第２８回 １０月１日（土）「明日に向かって曳け」 

解説：川村 清志 准教授（民俗研究系）参加者：７１名 

第２９回 ２月４日（土）「白川郷の合掌造り民家」 

解説：青木 隆浩 准教授（民俗研究系）参加者：１７８名 

   ※国立歴史民俗博物館主催・国立歴史民俗博物館友の会協力事業 

 

７．自主学習会 

（１）近現代史読書会 

        月１回  計１２回  会員 ２６名 

    （２）近世史読書会 

        月１回  計１２回  会員 １９名 

    （３）古代の東国探訪学習会 

        月１回  計１２回  会員 ３４名 

    （４）中級古文書学習会  

月１回  計１２回  会員 ２１名 

    （５）旅と街道学習会  

        月１回  計１２回  会員 ２６名 

（６）日本の民俗を訪ねる学習会 



 

 

 

 

 

        月１回  計１２回  会員 １８名 

    （７）総合展示物学習会 

      月１回   計１２回  会員 ３６名 

   （８）日本の原始・古代を考える 

      月１回   計１２回  会員 ３０名 

 

８．観桜茶会 ４月２日（佐倉市茶の湯の会）  １８４名 

 

９．新会員向けオリエンテーション ３回実施 

   （１）６月２３日    １８名 

   （２）１０月２７日   １７名 

   （３）２月２３日    １７名 

 

１０．会員のためのギャラリートーク 

   （１）４月２５日 午後   ４４名 

   （２）５月９日 午前    ４４名 

   （３）５月９日 午後    ４３名 


